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ChromosomenumberofCa籾g/"αノ”0"/“L,var．d“zf加69"sSugimoto

fromMt・S6gatake，ToyamaPrefecture，Honsyu，Japan．

MichihitoOhta，SatoruYatabe

AsweknowthatthereareseveralpopulationsofCα加e"/αノα加"imL・var

｡g“加舵"sSugimotowhichcontainsbig-floweredindividuals，reachingllcml垂

diameter，onthenorthsloDeofMt，S6gatakeinToyamaPrefecture，Wemad釜

acytologicalinvestigationonthem、Fromtheresultsofourinvestigation，1皇

provedthatthepopulationcontainstwotypes,triptoid（2〃＝45）anddiploid（2〃＝

30)．

マキノカメリア牧野光六氏には、園芸ツバキ

に関する文献を多数紹介していただいた。

これらの方々に、深く感謝の意を表します。

はじめに

野生ユキツバキは、変異の大きな植物であ

ることが知られているが、染色体数に関して

はこれまで、2〃＝30の2倍体の報告しかなか

った（船引，1957，小林・桐野，1963など)。

富山県宇奈月町僧ヶ岳(1855m)中腹の北斜

面には、大型の花をつけ肉厚の葉をつけるユ

キツバキが分布することが知られており（桐

野，1965)、「越の光」として品種記載されて

いる(桐野，1975)。今回、この型のユキツバ

キが含まれている個体群の染色体数を調査し

たところ、2”＝30の2倍体のほかに、2”＝45

の3倍体が含まれていたので報告する。

野生するツバキ属の3倍体の報告は初めて

である（Kondo，1977)。

富山大学理学部岩坪美兼先生には、木質化

しやすいツバキ根の染色体観察の手法を教え

ていただき、本研究に際し適切なご指導をい

ただいた。広島大学近藤勝彦教授には、ツバ

キ属染色体に関する文献を多数いただいた。

また、日本つばき協会副会長桐野秋豊先生、

材料と方法

富山県宇奈月町僧ヶ岳の宇奈月温泉側から

の登山道に沿って、5月に直径9cm以上の花

をつけた個体が含まれる群落を2ヶ所設定し

た（Fig．1)。7月、A群落から18個体、B群

落から13個体の当年枝を、それぞれ無作為に

採集し、挿し木により発根させた。

ユキツバキは、地際からよく分枝し、さら

に地についた所から発根し独立した個体をつ

くるため、l個体の範囲をとらえるのは事実

上不可能である。このため、本稿では便宜上、

落葉層を除去する範囲でたどりうる1本の幹

をl個体とした。ただし、資料採集にあたっ

ては、1株状の集まりの中からは1本の幹に

限定した。

挿し木から根端10mを、午後5時前後に取

り出し、20度C、0.002モル・8オキシキノリ
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Fig.1Locatlonexamined・Squaremeansthe

comunltycontainsCノtZPo池”var.d“""z

”Zswithbigflowers,whicharelal･ger
than9cmindiameter．A:altitudeca、700

m．B:altitudeca、9()0m．

ン水溶液中で1時間、4度Cで15時間前処理

した後、20度Cカルノア液（酢酸：アルコー

ル＝1：3）で1時間固定した。60度C、1N

塩酸で6分間解離し、水洗後、ラクトプロピ

オニックオルセインで染色し、押しつぶした。

染色体のカウントは、10×40倍光学顕微鏡下

で行った。

結果及び考察

A群落では18個体中、11個体が3倍体、7

個体が2倍体であった。B群落では13個体中￥

5個体が3倍体、8個体が2倍体であった

（Table、Fig.2)。調査した群落には、3倍

体と2倍体が混在している。

同時に採集された1M『葉標本の観察から、3

倍体は全体に葉が大きく、葉形が倒卵状被針

形になる傾向にあった（Fig3)。花の大きさ

7管

と倍数性との関係については、今回は言及し

ないが、「越の光｣は3倍体である可能性が高

い。

また、今回、標高の異なる2つの群落から

3倍体が発見されたことから、ユキツバキ3

倍体は、近隣のユキツバキ分布地においても

存在するものと推定される。

ユキツパキは、積雪によって倒伏した幹か

ら発根しやすく、結実はまれであることなど

から、群落内の個体数維持においては栄養繁

殖のウェイトが大きいと推測されている（石

沢ほか，1988)。稔性のある種子を作る可能性

の低い野生3倍体ユキツバキが2倍体ユキツ

パキと多数混生していることから3倍体個体

は栄養繁殖によって個体数を増加させている

ものと推測される。

今後、倍数性と形態および繁殖生態との関

係について、詳細な調査が必要である。
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fig2MitoticmetaphasechromosomesoftriploidCノ”0〃Imvar‘“"柳62"＆

TablelChromosomenumberofC..””"αval．.(ﾉ“〃"6”sfromMt､S6gatake

Total2〃＝302〃＝45
Comunitv（altitude）

NumberNumberNumber

18

13

11

5

A，（700m）

B，（900m）
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